
一
身
田
地
区
体
育

振
興
会

今
後
の

予
定

歩
こ
う
会
：
令
和
４

一
身
田
大
古
曽
地
区
で

毎
日
７
時

分
頃
は
、
南

年

月

日
（
日

50

11

27

敷
地
の
跡
地
売
却
の
問
題

は
昔
か
ら
有
名
な
事
故
多

側
に
あ
る
踏
切
を
早
く
渡

曜
日
）

．
．

が
残
っ
て
い
ま
す
。
日
本
郵

発
交
差
点
（
旧
農
協
角
）

ろ
う
と
す
る
通
勤
車
両
で

便
に
は
架
け
橋
の
利
用
に
支

特
に
東
西
双
方
か
ら
来
る

危
険
が
一
杯
。
通
学
路
に

予
備
日

障
を
来
す
よ
う
な
事
が
無
い
車
と
小
学
校
東
門
か
ら

も
な
っ
て
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方

そ
の
対
応
策
と
し
て『
交
差

月
４
日
（
日
曜
日
）

JR

12

よ
う
、
継
続
利
用
の
申
し
入

踏
切
に
向
か
う
車
同
士
の

々
の
神
経
を
使
う
時
間
帯

路
面
に
認
識
し
や
す
い
塗

コ
ー
ス
は
未
定.

。

れ
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

衝
突
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

に
も
な
る
見
通
し
の
悪
い

装
』
と
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
再

月
初
め
の
回
覧
で
お
知
ら
せ

す
が
、
今
後
、
交
渉
・
解
決

す
。

箇
所
で
す
。

点
検
を
要
望
し
ま
す
。

し
ま
す
。

一
身
田
地
区
で
は
８
回
目
（
津
市
全
域
で
は
２
７
０
回
）
と
な
る
市
長
肝
い
り
の「
地
域
懇
談
会
」
が
８
月

日
一
身

に
行
政
各
分
野
の
ご
指
導
、

19

田
公
民
館
で
行
わ
れ
た
。
地
域
を
代
表
し
て
自
治
会
連
合
会
長
の
岡
野
氏
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
長
の
望
木
氏
、

援
助
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま

に
意
欲
、
知
識
、
井
戸
掘
り

派
遣
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

一
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
小
林
氏
、
交
通
安
全
推
進
協
議
会
長
の
西
山
氏
、
商
工
振
興
会
長
の
中
川
氏
、
寺
内
町
整
備
委

し
た
。

等
人
脈
の
あ
る
行
政
マ
ン
の

員
会
長
の
中
西
氏
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
鈴
木
氏
、
体
育
振
興
会
理
事
長
の
村
田
氏
（
代
理

福
田
氏
）
の
８

〇
環
濠
の
一
部
を
『
鯉
の

人
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
抱
え
る
課
題
点
を
直
接
市
長
に
要
望
し
た
。
以
下
そ
の
内
容
を
報
告
し
、
地
域

池
』
化
に
！

私
は

道
路
上
の
白
い
白
線
が
削

住
民
の
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
求
め
、
問
題
解
決
に
向
け
て
一
歩
で
も
前
進
さ
せ
た
い
。

寺
内
町
を
巡
る
環
濠
が
、

毎
日
何

れ
て
黒
い
所
が
特
に
気
に
な

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
い

回
と
な

り
ま
す
。
昼
間
も
気
に
な
り

る
の
は
全
国
で
も
珍
し
い
と

私
は
、
①
寺
内
町
の
無
電

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

く
救
急

ま
す
が
、
夜
間
は
余
計
に
気

の
こ
と
で
す
が
、
現
状
は
生

柱
化
、
②
環
濠
の
美
化
（
水

尚
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル

車
の
サ

に
な
り
ま
す
。

活
排
水
が
流
れ
込
み
、
水

質
も
）
、
③
一
小
運
動
場
の

ー
ト
変
更
、
公
民
館
南
側

イ

レ
ン

事
故
を
少
し
で
も
減
ら
す

〇
小
学
校
校
庭
ト
イ
レ

害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

流
も
極
端
に
少
な
く
、
私
の

部
分
緑
化
、
④
民
生
・
児
童

の
用
水
路
に
人
道
橋
を
設

の
音
を

に
は
何
時
も
綺
麗
な
白
い
白

5

に
災
害
用
ト
イ
レ
の
併
設

基
か
ら

基
位
を
持
ち
合

小
学
校
低
学
年
の
頃
、
見

委
員
の
確
保
難
、
⑤

狭
隘

置
す
る
事
に
つ
い
て
特
段
の

聞
き
事
故
を
少
し
で
も
少

線
で
目
立
つ
よ
う
に
と
修
復

10

を
！

わ
せ
た
校
庭
ト
イ
レ
と
し
て

掛
け
た
フ
ナ
、
ナ
マ
ズ
、
ザ
リ

道
路
の
改
良
等
を
要
望
し

配
慮
を
い
た
だ
い
た
お
礼

な
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

一
身
田
小
学
校
校
庭
ト

改
善
で
き
な
い
か
提
案
致
し

ガ
ニ
も
ま
っ
た
く
住
め
な
く

ま
し
た
。

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

ま
す
。

イ
レ
は
旧
式
の
男
女
共
用

ま
し
た
。

な
っ
て
い
ま
す
。
毛
無
川
、
志

一
身
田
は「
国
宝
と
環
濠

ト
イ
レ
で
、
か
ね
て
よ
り
Ｐ

〇
公
民
館
郵
便
局
避
難

登
茂
川
の
水
を
取
り
込
む

の
あ
る
寺
内
町
」
が
観
光
の

Ｔ
Ａ
か
ら
改
善
の
お
願
い
を

架
け
橋
の
継
続
利
用
に
つ
い

こ
と
も
難
し
い
ら
し
く
、
そ

目
玉
に
な
っ
て
お
り
ま
す

し
て
来
ま
し
た
が
校
内
ト

て

こ
で
環
濠
の
一
部
を
仕
切
っ
が
、
現
状
の
環
濠
で
は
と
て

イ
レ
優
先
に
よ
り
未
だ
実

来
年
８
月
は
新
郵
便
局
が

て
湧
水
で
清
流
化
し
、『
鯉
の

も
自
慢
に
な
り
ま
せ
ん
。
直

現
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
完
成
し
ま
す
が
旧
郵
便
局

池
』
と
し
て
活
用
出
来
よ
う

ぐ
に
結
論
の
出
せ
る
事
柄
で

校
庭
ト
イ
レ
は
児
童
の
利

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寺
内

用
だ
け
で
な
く
、
町
内
の

身
田
中
学
校
の

町
全
体
の
美
化
と
安
全
で
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
利
用

生
徒
会
、
津
西

住
ん
で
楽
し
い
町
に
す
る
た

も
多
く
、
又
、
小
学
校
は

髙
の
放
送
部
、
め
、
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
衆

地
域
避
難
所
と
し
て
指
定

極
津
が
ス
テ
ー
ジ

知
を
結
集
し
て
提
案
を
行
っ

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
、
災

の
企
画
運
営
を

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
今
以
上
に
皆
様
方
の

千
人
豚
汁
も
目

お
力
添
え
を
頂
き
た
く
宜

玉
で
し
た
が
、
感

染
予
防
の
観
点

い
ま
す
。

か
ら
今
年
は
残

３
年
ぶ
り
開
催
、
新
型
コ

平
成
９
年
に
設
置
さ
れ

過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
危
険

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

が
、
来
年
も
や
ろ
う
と
い

い
状
態
に
な
っ
て
き
ま
し

念
な
が
ら
実
施

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
、
ス
タ

た
一
身
田
町
内
の

基
の

性
に
加
え
て
電
気
代
の
急
激

55

響
で
、
２
年
間
開
催
で
き
ま

う
意
見
が
ま
と
ま
り
、
名

た
。
近
隣
か
ら
の
買
い
回
り

を
断
念
し
ま
し

ッ
フ
の
高
齢
化
な
ど
不
安

広
告
街
路
灯
は
現
在
、
管

な
高
騰
、
更
な
る
所
有
者
減

せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
こ
そ

称
も
一
身
田
寺
内
町
ま
つ
の
お
客
さ
ん
は
大
型
シ
ョ
ッ

た
。

要
素
は
あ
り
ま
す
が
、
来
て

理
は
商
工
振
興
会
で
行
っ
て

少
予
測
な
ど
か
ら
、
今
後
は

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
り
と
改
め
、
第
１
回
が
ス
タ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
中
型
ス
ー

国
宝
と
な
っ
た

頂
い
た
方
に
一
日
一
身
田

お
り
、
電
気
代
や
メ
ン
テ
ナ

撤
去
の
上
、
寺
内
町
の
景
観

こ
の
祭
り
は
、

年
前
に

ー
ト
し
ま
し
た
。

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
流
れ
、

如
来
堂
と
御
影

寺
内
町
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん

ン
ス
な
ど
の
費
用
は
所
有
者

に
即
し
た
形
で
の
防
犯
灯
と

27

市
町
村
合
併
前
の
津
市
の

令
和
２
年
３
年
と
開
催
で

個
人
経
営
の
お
店
が
次
々

堂
、
ほ
っ
と
す
る

で
頂
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

に
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
て
再
整
備
を
で
き
れ
ば
と

依
頼
に
よ
り
街
道
祭
り
と

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

と
閉
店
し
て
い
き
ま
し
た
。
る
町
に
な
る
方
向
だ
と
考

町
並
み
、
景
観
整
備
さ
れ

す
。
是
非
、
一
身
田
寺
内
町

す
。
廃
業
な
ど
に
よ
り
現

考
え
て
お
り
、
市
の
担
当
部

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
手

で
第

回
を
開
催
す
る
予

将
来
を
考
え
れ
ば
、
日
常

え
、
高
田
本
山
を
中
心
に

た
道
路
、
少
し
ず
つ
で
す
が

ま
つ
り
に
参
加
し
て
頂
き
、

在
、
個
人
商
店
で
所
有
は

署
へ
の
指
導
と
補
助
を
お
願
い

24

24

探
り
の
状
態
で
協
力
し
て
頂

定
で
す
。

の
買
い
回
り
の
商
売
か
ら

町
並
み
や
雰
囲
気
を
発
信

昔
の
町
並
み
を
取
り
戻
す
ル

昔
の
一
身
田
を
思
い
、
一
身

基
に
減
少
し
、
残
り
の

基

し
ま
し
た
。

30

け
る
仲
間
が
集
ま
り
や
り

高
田
本
山
中
心
に
栄
え

観
光
客
相
手
の
商
店
街
に

す
る
一
つ
の
手
段
と
こ
の
祭

ー
ル
も
出
来
ま
し
た
。

田
の
将
来
を
考
え
る
時
間

余
り
は
自
治
会
や
高
田
本

遂
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

て
き
た
一
身
田
も
段
々
と

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
今

り
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
祭
り
を
続
け
て
き
た

を
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
下
さ

山
等
に
負
担
を
お
願
い
し
て

一
回
限
り
の
予
定
で
し
た

商
店
が
店
じ
ま
い
し
寂
し

一
度
一
身
田
を
活
気
溢
れ

メ
イ
ン
は
ス
テ
ー
ジ
で
、
一

事
か
ら
、
行
政
も
注
目
し
て

い
。

い
ま
す
。
設
置
後

年
を
経

25
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止
」「
こ
れ
も
中
止
」
で
足
腰

電
柱
は
災
害
時
に
は
、
家
屋

い
た
だ
け
る
寺
内
町
で
あ
る

紹
介
し
ま
す
。
中
西
万
喜

も
弱
り
、
先
の
見
え
な
い
不

の
損
壊
、
電
線
の
垂
れ
下
が

よ
う
に
皆
さ
ま
と
一
つ
の
輪

夫
、
望
木
幹
雄
、
田
村
憲

安
か
ら「
つ
な
が
り
」「
関
り
」

り
に
よ
る
感
電
、
緊
急
車
両

に
な
っ
て
、
今
後
と
も
見
守

二
、
中
川
隆
功
、
岡
野
勇

場
所
が
乏
し
い
。

等
の
通
行
の
妨
げ
が
懸
念

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

治
、
村
田
定
利
、
岡

幸

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

活
動
、
医
療
介
護
情
報
、

よ
っ
て
、
生
活
支
援
に
公

さ
れ
ま
す
。
ま
た
景
観
上
に

り
ま
す
。

男
、
西
山
徳
造
、
岡
本
博
和

を
支
え
る
の
は
健
康
寿
命

食
事
会
を
通
じ
て「
社
会

的
機
関
の
高
度
な「
健
康
相

当
会
は
、
町
の
景
観
を
見

談
会
に
て
、
代
表
し
三
項
目

も
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

見
守
り
隊
の
メ
ン
バ
ー
を

（
敬
称
略
）

が
伸
び
た
結
果
で
す
。

性
の
維
持
」
を
挙
げ
て
い

談
窓
口
」
一
覧
表
の
一
身
田

守
る
目
的
で
、
平
成
二
十

の
要
望
を
申
し
上
げ
ま
し
た

＊
専
修
寺
西
側
環
濠
に
コ

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
カ
ギ

ま
す
。

バ
ー
ジ
ョ
ン
版
を
作
成
中
で

六
年
七
月
に
津
市
景
観
計

＊
毛
無
川
の
通
学
路
に
見

イ
が
泳
ぐ
貯
水
池
が
有
れ

は
フ
レ
イ
ル(

虚
弱
体
質
）
予

人
生
の
３
大
不
安
は「
病

す
。

画
の
重
要
地
区
、
一
身
田

ら
れ
る
亀
裂
と
、
護
岸
の

ば
、
駐
車
場
を
出
て
一
番
に

防
で
す
。
そ
の
礎
は
「
栄

気
」「
孤
独
」「
貧
困
」
だ
と

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
今

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ッ

破
損
状
態
の
見
回
り
と
、
早

目
に
入
り
ま
す
。

養
」「
運
動
」
他
に「
社
会
参

日
本
生
活
習
慣
病
予
防

後
の
行
政
で
、
老
人
の
健

と
す
る
に
一
身
田
に
表
現

期
修
復
工
事
で
す
。

下
水
道
が
利
用
さ
れ
れ

一
身
田
小
学
校
か
ら
は

男
女
共
用
使
用
。
子
ど
も

加
」
が
重
要
だ
と
高
齢
社

協
会
が
指
摘
。

康
、
救
急
、
暮
ら
し
に
関
わ

さ
れ
た
、
古
き
歴
史
的
資

車
両
は
通
行
し
ま
せ
ん
が
、
ば
、
雨
水
だ
け
の
流
れ
る
水

地
域
懇
談
会
に
お
い
て
五
つ

達
だ
け
で
な
く
地
域
の
方
々

一
身
田
で

歳
以
上
が

会
総
合
研
究
機
構
が
指
摘

「
孤
立
」
し
て
い
る
人

る
「
一
括
総
合
窓
口
」
が

源
が
残
る
景
観
を
、
住
ま

雨
水
が
浸
み
込
み
空
洞
が

路
に
な
る
で
し
ょ
う
。

の
要
望
を
お
願
い
し
ま
し

も
使
用
し
て
い
る
。
一
時
も

60

４
，
０
４
４
人
、
後
期
高

し
て
い
ま
す
。

は
う
つ
病
、
狭
心
症
、

無
く
、
縦
割
り
行
政
で
他

わ
れ
る
街
の
皆
さ
ま
と
共

生
じ
れ
ば
、
陥
没
の
恐
れ

私
た
ち
の
町
が
、
い
つ
ま

た
。
一
つ
目
は
、
一
小
南
運

早
く
改
修
し
て
欲
し
い
。
三

齢
者
が
２
，
１
５
８
人
と

「
社
会
参
加
」
と
は
「
人

糖
尿
病
、
認
知
症
等
の

の
組
織
と
の
横
の
連
携
を

に
守
っ
て
い
き
た
い
゜
と
考

が
あ
り
ま
す
。

で
も
大
切
に
皆
さ
ま
の
住

動
場
の
排
水
工
事
を
３
年

つ
目
は
、
体
育
館
入
り
口
付

な
り
、
１
０
０
歳
以
上
は
７

の
つ
な
が
り
」
で
す
。
ボ
ラ
ン

リ
ス
ク
が
あ
る
。

深
め
て
欲
し
い
と
発
言
し
ま

え
て
い
ま
す
。

＊
専
修
寺
本
山
前
の
電
柱

み
良
さ
、
温
か
さ
を
維
持
し

前
に
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
近
に
照
明
ス
イ
ッ
チ
を
増
設

人
で
す
。

テ
ィ
ア
、
趣
味
、
サ
ー
ク
ル

コ
ロ
ナ
禍
で「
あ
れ
も
中

し
た
。

先
般
行
わ
れ
た
地
域
懇

の
、
地
中
化
工
事
で
す
。

つ
つ
お
寺
と
共
に
楽
し
ん
で

車
の
駐
車
台
数
が
大
幅
に

し
て
欲
し
い
。
四
つ
目
は
、
体

減
り
、
学
校
行
事
や
地
域

育
館
の
雨
漏
り
早
く
改
修

生

ま
れ
き
た
理

行
事
で
支
障
を
来
し
て
い

し
て
欲
し
い
。
五
つ
目
は
、
一

由
」
の
お
話
し
と
、

る
。
以
前
の
駐
車
台
数
が
確

小
の
一
階
の
教
室
に
網
戸
を

プ
ノ
セ
ラ
ピ
ス
ト
で

保
で
き
る
よ
う
に
再
工
事
を

設
置
し
て
欲
し
い
。
一
小
は

あ
る
私
が
、
お
腹

お
願
い
し
た
い
。
二
つ
目
は
、
蚊
が
多
く
蚊
に
刺
さ
れ
る

の
赤
ち
ゃ
ん
と
お

運
動
場
南
西
側
の
屋
外
ト

子
ど
も
が
多
い
。
早
急
に
網

一
身
田
の
魅
力
発
信
事

門
出
を
町
の
み
ん
な
で
祝

る
舞
い
な
ど
。
行
事
開
の

母
さ
ん
を
催
眠
に

イ
レ
は
、
今
や
歴
史
的
建
造

戸
の
設
置
を
お
願
い
し
ま

業
と
し
て
２
０
１
３
年
に
ス

福
し
ま
し
ょ
う
！

資
金
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド

よ
り
胎
話
さ
せ
て

物
？
！
。
和
式
で
、
し
か
も

す
。

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

一
身
田
し
あ
わ
せ
和
婚

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施

い
る
素
敵
な
お
話

禍
で
の
中
止
を
経
て
３
年

月

日
（
日
）
開
催
。

し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

し
を
さ
せ
て
頂
き

11

13

ぶ
り
の
再
開
と
な
り
ま

（
寺
内
町
ま
つ
り
と
同
時

温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

ま
す
。
子
を
持
つ

す
。

開
催
）

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

親
や
お
じ
い
ち
ゃ

今
年
の
カ
ッ
プ
ル
は
、
百

午
前
中
は
、
高
田
本
山
に

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

こ
の
映
画
の
中
で
、
お
母
さ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
誰

一
身
田
団
地
南
区
自
治

っ
て
の
レ
バ
ー
を
握
り
こ
む
、

五
銀
行
一
身
田
支
店
に
お

て
仏
式
結
婚
式
を
行
い
、

グ
「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ん
の
お
腹
の
中
の
記
憶
を
持

に
で
も
見
て
欲
し
い
映
画

会
（
会
長

西
垣
戸
正
夫
氏

の
操
作
順
で
こ
の
日
の
参
加

勤
め
の
中
西
さ
ん
で
す
。

お
参
り
の
後
、
新
婦
の
十

ー
」
の
サ
イ
ト
に
て「
一
身

つ
子
供
達
が
、
口
々
に「
お

で
す
。

世
帯
）
は
、
９
月

日
団

者

人
中

人
が
体
験
。

96

25

70

15

お
二
人
と
も
津
市
出
身

二
単
姿
を
披
露
。
午
後
は

田
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ

母
さ
ん
を
選
ん
で
生
ま
れ
て

詳
し
く
は

奥
野
潤
子

地
東
公
園
の
草
取
り
、
消
火

口
々
に「
思
っ
た
以
上
に
簡

で
、
地
元
一
身
田
で
皆
様

人
力
車
に
乗
っ
て
町
内
を

い
。
ま
た
は
、
下
記
の

コ

き
た
」
と
話
し
ま
す
。

☎
０
９
０
ー
１
２
７
４
ー
２

器
取
扱
い
訓
練
を
行
っ
た
。
単
だ
っ
た
」
と
話
さ
れ
た
。

QR

と
接
す
る
機
会
も
多
い
方

一
周
し
、
ゴ
ー
ル
地
点
の
高

ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ

私
達
は
お
母
さ
ん
だ
け
じ
ゃ

８
１
７

こ
の
日
、
津
北
消
防
署
職

西
垣
戸
会
長
は「
今
後
も

で
す
。
お
二
人
の
新
し
い

田
会
館
で
は
祝
い
餅
の
振

い
。

く
、
国
や
性
別
、
障
害
ま
で

チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
左
記
の

員
の
中
川
氏
を
講
師
に
招

協
働
で
継
続
し
て
や
っ
て
い

も
選
び
、
生
ま
れ
て
き
ま

Ｒ
コ

き
、
最
近
の
火
災
状
況
や
水

き
た
い
」
と
話
さ
れ
た
。

Q

す
。

ー
ド
よ

の
入
っ
た
練
習
用
の
消
火
器

当
日
は
脳
に
障
害
を
持
っ
り
ア
ク

を
使
っ
て
体
験
訓
練
を
行
っ

な
か
で
、
御
対
面
所
と
い

て
生
ま
れ
て
き
た
、
私
の
お

セ
ス
で

た
。
消
火
器
の
取
扱
い
は
①

う
よ
う
な
施
設
を
別
に
持

友
達
の
娘
さ
ん
、
ノ
ア
ち
ゃ

き

ま

黄
色
の
ピ
ン
を
抜
く
②
ホ
ー

っ
て
い
る
の
は
そ
う
多
く
は

ん
か
ら
直
接
聞
い
た
、「
私

す
。

ス
を
火
元
に
向
け
る
③
取

な
い
よ
う
で
す
。
真
言
宗
、

皆
さ
ん
は
、
高

る
場
所
で
し
た
。
全
体
で

祥
の
絵
で
す
。

天
台
宗
は
も
ち
ろ
ん
禅
宗

田
本
山
に
あ
る

は
畳
３
６
１
枚
を
敷
く
大

右
下
隅
に「
紀
宗
浄
」
の
落

寺
院
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
て
お
り
ま
す
。
見
せ
る
展

き
の
そ
う
じ
ょ
う

対
面
所
と
い
う

広
間
で
す
。

款
が
あ
る
の
で
、
藤
堂
藩
お

そ
れ
は
つ
ま
り
、
檀
信
徒

高
田
本
山
で
は
、
令
和

教
行
信
証
を
著
わ
さ
れ
て

こ
の
法
会
に
あ
た
り
ま
し

示
か
ら
伝
え
る
展
示
を
コ
ン

5

重
要
文
化
財
の

正
面
の
壁
面
に
は
、
大
き

抱
え
絵
師
だ
っ
た
曽
谷
宗
浄

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

年
５
月

日
～

日
、
特

８
０
０
年
に
な
り
ま
す
。

て
は
、
稚
児
練
り
、
講
演

セ
プ
ト
と
し
て
、
本
館
並
び

そ

た

に

21

28

建
物
を
ご
存
知

な
松
の
樹
の
根
元
近
く
、

が
描
い
た
も
の
で
す
。

す
る
真
宗
教
団
な
ら
で
は

別
法
要
と
し
て
、
親
鸞
聖
人

高
田
派
第

世
真
慧
上
人

会
、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
等
を

に
文
化
財
活
用
室
を
建
設

10

で
し
ょ
う
か
？

金
銀
砂
子
の
州
浜
に
、
一

そ
の
絵
の
向
か
っ
て
右
側
は
、
の
施
設
と
言
え
る
で
し
ょ

御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開

は
関
東
か
ら
こ
の
一
身
田
の

企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
近

しV
R

を
使
っ
て
高
田
派
の
教

対
面
所
と
は
、
そ

番
い
の
丹
頂
鶴
が
遊
ん
で

帳
台
構
え(

武
者
隠
し)

風
の

う
。
今
年
の
寺
内
町
ま
つ

宗
８
０
０
年
・
真
慧
上
人
５

地
に
本
山
を
移
さ
れ
る
礎

隣
の
皆
様
に
は
是
非
と
も
ご

え
を
解
り
や
す
く
ご
説
明

つ
が

の
名
の
通
り
大

い
る
様
子
が
描
か
れ
、
左

襖
で
、
そ
の
黒
漆
と
金
色
の

り
で
は
御
対
面
所
で
の
呈

０
０
年
忌
・
聖
徳
太
子
１
４

を
築
か
れ
た
方
で
あ
り
、
聖

参
詣
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案

い
た
し
ま
す
。
来
年
の
法
会

正
元
年
ま
で
は

上
方
に
真
っ
赤
な
太
陽
が

輝
き
が
、
上
段
の
間
を
豪
華

茶
を
予
定
し
て
お
り
ま

０
０
年
忌
奉
讃
法
会
を
お

徳
太
子
は
和
讃
に
も
あ
る

内
申
し
上
げ
ま
す
。

に
は
宝
物
館
も
完
成
し
ま

御
法
主
が
檀
信

雲
間
か
ら
顔
を
出
し
て
い

に
し
て
い
ま
す
。

す
。

勤
め
い
た
し
ま
す
。
聖
人
誕

通
り
聖
人
が
尊
敬
さ
れ
た

ま
た
こ
の
法
会
の
記
念
事
業

す
の
で
、
お
そ
ろ
い
で
お
越

徒
に
接
見
な
さ

る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
瑞

一
般
に
本
山
格
の
寺
院
の

（
つ
づ
く
）

生
以
来
８
５
０
年
、
ま
た
、

方
で
あ
り
ま
す
。

と
し
て
新
宝
物
館
を
建
設

し
く
だ
さ
い
。

一 身 田 の 新 聞 令和4年１０月１６日号


